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年 11 月から 2006 年 3 月までの間は，静岡県立大学
に勤務されながら，科学技術振興機構のさきがけ研
究員を兼任されております．2006 年 9 月に東京大
学大学院の，工学部系研究科の特任准教授として東
大に戻られまして，2009 年 1 月からは薬学系研究
科の特任准教授として移られております．本学には
昨年，2018 年 1 月から，薬学部の生体分析化学部
門の教授としてお迎えしております．
　賞といたしましては，2003 年 8 月には日本分析
化学会の中部支部奨励賞，2006 年 9 月に同じく分
析化学会の奨励賞，2007 年 3 月には日本薬学会の











































































数 10 ng/ml の濃度で cfDNAが存在することから，
10 ml の血液ではなく，もっとたくさんの体液から
cfDNAを採取して診断に利用すれば良いと考えて，
私達は現在，1日に 1～ 1.5 l 排泄される尿や全身で
5 l ある循環血液から cfDNAを回収する方法を開発
しています．採血した10mlの血液の代わりに，1～
1.5 l の尿や循環血液から採取することで，cfDNAの








































歯菌由来の DNA で鎖長が cfDNA とほぼ同じ




1 ng 程度の DNAが検出できました．尿中 cfDNA
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子を中心に，小さいものは 10 nm で大きいものは
40 nmぐらいの粒子が存在していることが分かりま
す．その他にも，電子顕微鏡や原子間力顕微鏡を使
用して，大きさが 20 nm 程度の粒子が調製されて
いることを確認しています．これに，365 nm の光








































































































長が 225 ～ 400 nm で，蛍光波長が 250 ～ 400 nm
の範囲を測定した結果です．
　普段は，より広い波長領域である励起波長は200～





















































































囲で励起蛍光スペクトルを 10 nm 刻みで測定して

















































































を企画しています．1件目は，12 月 2 日に協定校の
台湾医学大学の李仁愛先生のセミナーです．もう 1
件は 12 月 25 日に東京大学大学院薬学系研究科の一
條秀憲先生のセミナーです．一條先生は東京医科歯
科大学ご出身で，歯科医師を経験され，医学部の先
生と研究され，現在は東京大学大学院薬学系研究科
長を務められ，今秋に紫綬褒章を受章されました．
今回は先生の受賞を記念して学士会セミナーを企画
しました．この場を借りて宣伝させていただきまし
た．お誘いあわせの上，是非，ご参加ください．
　最後に，本研究は，生体分析化学部門と分子分析
センターの先生やメンバー，さらには，昭和大学の
いろいろな部門やセンターの皆様と協力して行った
成果です．また，紹介した研究の一部は，私の前所
属である東京大学大学院薬学系研究科GCOE支援研
究室のメンバーと行いました．MRIの測定は放射線
医学総合研究センターにお世話になりました．また
研究の一部は企業との共同研究として実施しました．
研究資金は，これらの機関・団体から頂いて行いま
した．この場をお借りして深く感謝いたします．以
上です．ご清聴どうもありがとうございました．
○座長　加藤先生，ありがとうございました．現
在，加藤先生が着任されて 2 年になりますけれど
も，医療貢献を指向して，本学の中でも連携を強め
ながら取り組まれている研究テーマについてご紹介
いただきました．少し早く終わっていただけました
ので，質問をお受けすることができます．せっかく
の機会ですので，何か．あ，どうぞ．
○質問者　神経内科の小野です．大変わかりやすい
ご講演ありがとうございました．先生の分野に関し
て，まだまだ素人ですが．X線結晶構造解析を用い
て，いわゆるアミロイドβの凝集体の解析っていう
のが結構難しいって聞いているのですが，そこに関
する先生のアイデアがあったらご意見いただきたい
のと．もう 1つは，先生おっしゃられた，僕はエク
ソソームに今注目していて，昭和大学でできたらい
いなと思っているのですが．確かに髄液とか血液中
に含まれている病原タンパクよりも，たぶんエキソ
ソーム・インクルードのものを測れば，より生体の
病態を反映しているということで，バイオマーカー
としては着目されているのですが．先生の所でそう
いうアプローチが可能かどうかの 2点を教えていた
だきたいです．
○加藤　アミロイドに関しては，私もX線結晶構
造解析はあまり詳しくないと正直にお伝えすべき
か，私の理解で回答させて頂くか迷いますが，アミ
ロイドの場合，均一で安定で大きな結晶を作るのが
難しいので，構造解析にはAFMやNMRなど他の
手法の方が，適していると考えます．一つの安定構
造で大きな結晶を作ることができれば，X線結晶構
造解析が可能になり，3次元構造を高精度に決定で
きます．
○質問者　そうですね．
○加藤　そのため，不安定でどんどん変化するアミ
ロイドの構造を何らかの手法で，一つの構造で止め
る必要があると思います．
○質問者　われわれも，NMRや AFMで試みてい
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ますが．結晶化がうまく作れれば良いと私たちも
思っているのですが，現段階ではまだ技術的には難
しい段階という理解で良いのですね？　やっぱり．
○加藤　と，私は理解しています．私ももう少し確
認させていただきます．
○質問者　ありがとうございます．
○加藤　エクソソームに関しては，今回の講演で最
初に説明させて頂いた粒子を用いた手法でエクソ
ソームも，cfDNAと同様に回収する手法を開発し
ております．エクソソームのインクルードにご興味
のある先生が多数いらっしゃるので，私たちはエク
ソソームを効率的に回収する手法と，さらに回収し
たエクソソームを更に分析する手法が必要であると
考えて検討を行っています．現状では，細胞の培養
液から粒子を利用して大量にエクソソームを回収す
る方法と，今日の講演の後半に紹介させて頂いた私
たちの研究室で開発し，現在，市販しているカラム
でエクソソームの分離精製を試みています．私たち
も，非常に重要な研究課題だと考え，研究に励んで
おります．
○質問者　ありがとうございます．
○座長　ありがとうございます．それでは時間にな
りましたので，今ご紹介させていただきましたよう
に，臨床と繋がるということで昭和のほうに魅力を
感じて，教授選考に応募してくださいまして，2年
間，まだまだこれから臨床の先生方と繋がって，研
究をされていきたいという意欲に溢れる，またアイ
デア，実行力も溢れる先生ですので，これからもよ
ろしくお願い申し上げます．加藤先生，どうもあり
がとうございました．
○司会　ありがとうございました．
